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� 会　長　一見隆彦

５月の定時会員総会で役員改選が

行われて新体制がスタートしましたが、「平成」から

「令和」へと元号が変わり、鍼灸業界も新時代を迎え

られるように進んでいかなければなりません。

経済情報に目を向けますと、多くの企業が必死に

なって改革を進めているのがよくわかり、そこには

多くのヒントがありますが、それらをどのようにし

て私たちの業界や個人に反映させるかということも

重要なことと考えています。

今年度の事業方針から事業計画を行うことだけの

財務基盤の安定ではなく、長期的な内容まで見据え

たものでなければなりません。会員の皆さんには総

会資料から計画した事業を実施する意図を知ってい

ただき、日々変化する周囲の状況に敏感に対応しな

がら鍼灸師としての見識を豊かにし、変化への対応

力を備えなければ周回遅れになってしまいます。

日本鍼灸師会の役員は６月の定時代議員総会を

もって退任しました。振り返れば、第１回全国大会

年度から広報局幹事を４年務め、その後理事を５期

10年努めたことになります。今後は全国大会や会長

会議などで全国の会員と顔を合わせたり、今年度か

ら厚生労働省厚生局と同じ区域で構成するブロック

会構成になり、東海北陸ブロック会の所属として、そ

の第１回会議を本会担当での開催準備を進めていま

すので、そこでも他師会の役員と鍼灸界について議

論し、情報交換することになります。

会報等の挨拶では毎回述べていることですが、「県

民のための事業＝会員の要望に応え会員のための事

業を考える」ということには変わりはありません。

全ての事業の成功は企画と準備で決まると言って

も過言ではありませんから、間際になって慌てるよ

うなことがないように時間を有効に使い、姑息なそ

の場だけの思いつきの考えにならないように心掛け

て進めていきたいと思いますので、皆さんのご協力

をお願いいたします。

令和元年度定時会員総会で新役員（理事・監事）10名が決定

県民のための事業、会員のための事業を

鍼灸を活かす場所を考える

	 副 会 長　岡田　賢
	 法人管理総務担当

令和元年度定時総会で理事に信任

され、副会長に就任いたしました。

皆様の鍼灸業に関し、少しでもプラスになるよう会

務及び各種行事等に尽力していきたいと思います。

さて、我が国は2025年（令和７年）には高齢化率が

30％を超える“超高齢化社会”を迎えます。国家とし

ては、支えてもらう年代の数が支える年代の数を上回

りかねない大変な危機的状況に陥りますが、業界とし

て今から着実に準備していけば“鍼灸を活かす場所”

になりませんか。

我々は地域包括ケアシステムにも参加できますし、

その中で多業種連携を学び、“在宅ケア”でも力を発

揮することができると思います。また、ご存じのよう

に三重大学病院の緩和ケアチームには鍼灸師も参加し

ています。将来的には鍼灸師が当たり前のように、緩

和ケアチームの一員として患者様に携わっていけるよ

う皆で力を合わせていきましょう。

鍼灸師会に入会して良かったと…

	 副 会 長　新谷有紀
	 法人管理財務担当

法人管理・財務を担当いたします。

本会の運営に当たる財務担当として一番の課題は、現

在の本会財政状況において「会員のための事業」、「県

民のための事業」、そして「法人運営に関する事業」

と、これらの事業を無駄のないようバランス良く進め

ていくことです。また、理事会では常に情報を共有し、

正しい判断で迅速な対応ができるような体制を整えて、

鍼灸師会に入会して良かったと思ってもらえる会運営

を目指してまいります。

会員の皆さんには、「鍼灸師で良かった」「患者さん

に喜んでもらえて幸せだ」等、鍼灸師として充実した

日々が送れるよう常に向上心を持ってもらえる環境作

りの提供に努めます。各師会が活発になることが、鍼

灸普及への道であり延いては業界の発展に繋がってい

くと思っています。

今後もご協力と、執行部へのご助言をお願いいたし

ます。
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好奇心は鍼灸師を活かすか？

学術委員長　奥田一道
引き続き学術委員長を拝命いたし

ました奥田です。

「学ぶ」という言葉の語源は「真似

る」と同じらしいですが、どちらの言葉も「好奇心」

がその動機となるのではないでしょうか。

医学は文字通り学問であり、学問には終わりがあ

りません。好奇心をもって学びの世界を楽しみま

しょう！今期もよろしくお願いします。

わくわくする感覚を大事に

組織委員長保険副委員長　楠原秀一
私たちの周りには、「自己肯定感」

を高く持ち、お互い尊重し合える環

境作りを意欲的に取組まれている方

が多いと思います。

鍼灸師会にも新たな仲間が、得意分野の知識や提

案をもって参加してくれています。私も毎日のワク

ワクする感覚を大事にするとともに「自己肯定感」

を高く持ち、微力ではありますが仲間と一緒に活動

していこうと思います。よろしくお願いします。

鍼灸を保険の面から世に浸透

保険委員長　天野　治
この度の総会で20度目の理事に信

任され、再度保険委員長を拝命する

ことになりました。理事の平均年齢

を一人で引上げて申し訳なくもあり、老害とならぬ

よう最後のご奉公を頑張らねばとも考えていますの

で、特に保険取り扱い中の先生にはご協力の程お願

いいたします。

鍼灸の保険制度は今年から受領委任払い制度が実

施され、一段格上げされた制度となりました、しか

し保険者の審査は厳しさを増し、会員各位の取扱高

は減少傾向が続いています。

この難局に当たり高齢者の知恵を生かし、アクセ

ルとブレーキの踏み間違いをしないように気を付け

て、この素晴らしい鍼灸を保険の面から世の中に浸

透させていけたら良いのではないかと考えています。

総会前に行った第2回研修会（保険取扱い説明会）

において詳しく説明しましたが、毎回施術時の「領

収書」の発行と、月末か翌月初めには患者さんに確

認していただいた申請書のコピーを必ず渡すように

お願いします。

医療廃棄物届け出100％へ

共済委員長　加藤はる美
引き続き共済を担当させていただ

くことになりました。昨年度は、医

療事故が一件もなく過ごすことがで

きました。これも皆さんが日頃から安全に留意され、

治療に取り組んでみえるおかげと感謝しております。

今期も、「医療廃棄物届出100％」を目標に頑張り

ますので、届出をされていない先生は是非ともご協

力下さいますようお願いします。

本音も満足できる広報普及

広報普及委員長　瀧本　一
三重県鍼灸師会ってイイネ！こん

な人たち（団体）と一緒に鍼灸を盛

り上げていきたい！と思ってもらえ

る、参加したくなる環境づくりや、会のブランディ

ングに繋がる魅力のある活動や情報を発信、展開し

ます。その結果がみなさんの院での受療率アップに

繋がり、会員の懐が潤う…。建前だけでなく、本音

の部分も満足できる広報普及活動を目指します。

皆さんの力をお借りして

青年委員長　　　　　　　　　
広報・普及副委員長　奥山敬太
今年度より青年委員会委員長と広

報・普及副委員長を担当させていた

だくことになりました。皆さんよろ

しくお願いします。

初めてのことばかりで、わからないことも多いの

ですが、スキルアップセミナーやマラソン大会のケ

ア活動など、皆さんのお力をお借りしてより良いも

のにしていたいと思っていますので、皆さんのご協

力をよろしくお願いします。

法に適った運営を継続

監事　竹田博文
引き続き監事を務めることとなり

ました。監事の職務は組織の運営や

理事業務が法に適ってなされている

かをチェックすることですが、本会はこれまで問題

なく運営されてきました。

今期は4年前と同様一人監事となり、若干の不安

も抱えておりますが、恙なく職務を遂行いたしたく

思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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　令和元年度　定時会員総会 2019.5.26㈰　三重県鍼灸会館　

役員改選が行われ令和元年度から２年間の体制が整う

元号が令和にかわり、初めての定時会員総会が開催されました。当

日は、正午から「学術研修会（療養費講習会）」、17時から「意見交

換会」とタイトなタイムスケジュールでしたが、皆様のご協力をもち

まして無事に終了することができ、執行部一同胸をなでおろしました。

どうすれば定時総会の出席者を増やせるか…と、年一回の必須研

修である「療養費講習会」を総会前にブッキングしましたが、残念

なことに総会出席者は23名にとどまりました。

「定款変更の件」可決には特別決

議（全会員の３分の２以上が賛成）が必要なため、委任状回収にも気を配

りましたが、審議事項は事項書等周到に準備した甲斐もあってスムーズに

進み、最終事項の役員改選に移りました。審議の結果、理事候補者９名・

監事候補者１名の全員が信任され、令和元年度・２年度の体制が整いまし

た。新役職につきましては下記の通りです。

最後に…総会は会員の皆さんのものです。是非ご出席を。

� （報告：副会長　岡田 賢）

笹尾議長（左）と天野副議長

会館での定時総会風景

新役員（任期：令和元年度～令和２年度）

代表理事　会長 一見　隆彦
副会長

（法人管理 総務担当）
岡田　　賢

副会長
（法人管理 財務担当）

新谷　有紀

業務執行理事
学術委員長

奥田　一道
業務執行理事
組織委員長

楠原　秀一
業務執行理事
保険委員長

天野　　治

共済委員長 加藤はる美 広報普及委員長 瀧本　　一 青年委員長 奥山　敬太

監　事 竹田　博文

　理事任期中に感じたこと 津支部　森田 輔　

２年間という短い任期でしたが理事を務めさせていただきました。理事、監事の先生方

をはじめ、多くの先生方にご指導いただきましたこと、ここに感謝申し上げます。本当に

ありがとうございました。

私が理事の仕事を始めて強く感じたことは、諸先輩方がいかに会員、業界のことを考え

会務に当たっているかということです。今も三重県鍼灸師会は中央からの情報や時代の変

化を受け、さまざまなアクションを起こしています。

これも業界、会員を第一に考えて検討、企画された活動です。こうした動きが会からの一方通行で終わっ

ていくのは非常にもったいないと私は考えます。会員からの新しい要望があればきっと親身になって考え、動

いてくれるはずです。鍼灸師会と会員の交流がより盛んになっていくことを期待します。

これからは一会員として、いろいろな形で鍼灸師会と関わっていけたらと考えています。

厚生労働大臣免許保有証　令和元年度受付について

私達が、国家資格の施術者であることを対外的に示す携帯用のカード

です。発行のチャンスは年１回で「８月中の申請手続き」が必要となり

ます。

詳細は三重県鍼灸師会事務所までお問い合わせください。
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　令和元年度　意見交換会 2019.5.26㈰　ホテルグリーンパーク津　

意見交換会には、元厚生労働大臣・田村憲久衆議院議員、川崎

二郎衆議院議員（秘書  浜田秀忠様）、三ツ矢憲生衆議院議員（秘

書  引地輝樹様）、吉川ゆうみ参議院議員（秘書  加藤久一様）、青

木謙順県議会議員、全国健康保険協会三重支部・真柄欽一支部

長、健康保険組合連合会三重連合会・田中繁常務理事、三重県国

民健康保険団体連合会・鳥井隆男常務理事、ハート保険・阿保真

営業部長、宮本浩文顧問税理士をお迎えしました。

会長挨拶の中で、令和元年春の叙勲において、仲野日鍼会会

長の叙勲（保健衛生功労に於いて旭日小綬章受章）を紹介し、新

谷副会長から花束が贈られました。田村元厚生労働大臣と青木県議会議

員からは、鍼灸療養費や機能訓練指導員だけでなく、難航している広告

検討会などの最新情報から、伝統医療に関する法案関連まで多岐にわたっ

ての内容を盛り込んだ御挨拶をいただきました。

乾杯後は懇親の時間となり、各テーブルでは話題が尽きない様子で、楽

しいひとときを過ごすことができましたが、パソコンやスマホでの無機

質な情報交換が当たり前になり、さらにIT化が進む時代ではありますが、

このような意見交換会という場こそが本当のコミュニケーションの時間

ではないでしょうか。� （法人管理委員会）

　2019年度 日本鍼灸師会 定時代議員総会 2019.6.9㈰　TKPガーデン渋谷　

まず、平成30年度事業報告と2019年度事業計画及び予算等につい

ての説明が行われ、次に決議事項として第１～４号議案の30年度決

算の説明と質疑応答が行われた後、承認された。第５号議案ではク

レジット決済による会費徴収の説明が行われたが否決となった。第

６号議案では鍼灸賠償責任保険一括契約について説明が行われたが

資料内容を再考し、11月の師会長会議で再度説明されることで継続

審議となった。第７号議案では定款の変更として会員の種類（準会員追加：鍼灸学校の学生、教員、免許取

得後３年以内の鍼灸師）及び、副会長の定数変更について可決された。

その後、理事・監事の選任が行われ、理事の候補者は定数内であったが信任投票が行われ全員当選し、監

事は選挙となり、日鍼会理事を退任して監事に立候補した本会の仲野弥和名誉会長が当選され、また、業務

執行理事であった本会の一見隆彦会長は立候補せず、任期満了で退任された。

閉会後、同会場で日本鍼灸師連盟との合同意見交換会が行われた。� （報告：代議員　新谷 有紀）

平成30年度 生涯研修会終了報告

平成30年４月１日～平成31年３月31日までの研修期間の参加会員は63名で、そのうち（公財）東洋療法

研修試験財団が定める修了証書交付の条件となる25単位以上を取得された会員は下記の17名です。

天野 治・一見隆彦・岩本美香・岡田 賢・岡 由香・奥田一道・川内栄二・楠原秀一・新谷有紀・瀧本 一

竹田博文・仲野仁裕・仲家栄一・東 淳子・松山真理子・森田 輔・矢谷淑絵（50音順・敬称略）

研修会への参加状況や公的な団体が認める単位を取得していることは、皆様の社会的な信用にもつながり、

何よりもご自身の研鑽の証明にもなります。今年度も本会の学術研修会は生涯研修会として申請をしており

ます。引き続き、多くの皆様のご参加をお待ちしております！� （学術委員長　奥田 一道）

青木県議会議員

受章祝いの花束贈呈

田村衆議院議員
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　第１回学術研修会・スキルアップセミナー 2019.4.14㈰　津市海浜公園　

知的に走ろう！市民ランナーの為のランニング教室

講師：天理大学体育学部 講師　若山海渡 先生　

今回の研修会は、実技型の研修会として、市民公

開講座と併催して行いました。

講師の岩山先生は、「運動とエネルギー代謝」を専

門とされており、科学的な根拠を元に運動学、栄養

学の話や、フルマラソンを２時間20分で走るアス

リートとしての観点と経験から、現在取り組んでい

る「食事と持久力」、「練習時間帯によるエネルギー代謝の違い」に関する講義をしていただきました。

トレーニングの考え方から、朝ランのメリット、試合前の調整期コンデショニング・戦略など、我々鍼灸

師もコンデショニングに関わる立場から、たいへん興味深く、参考となる内容でした。

当日はあいにくの雨天となり、予定していた屋外での実技は中止となりましたが、参加された市民ランナー

からは講義内容のトレーニングプログラム、栄養・水分補給、効率的なウォームアップなどについて熱心な

質疑があり、貴重で有意義な一日となりました。� （報告：楠原 秀一）

　第２回学術研修会　療養費等適正申請指導会 2019.5.26㈰　三重県鍼灸会館　

保険制度に関する周知事項

講師：（一社）三重県鍼灸師会 保険委員長　天野 治 先生　

平成31年１月１日から「受領委任払い制度」が導入され、５カ月

が経とうとする中でさまざまな課題が見えていますが、終了予定時

間を超えても多くの質問が飛び交うなど、関心の高さがうかがえる

研修会となりました。

療養費を適正に申請することは社会に対して責任を全うするとい

うことであり、われわれ施術者側にも誠意ある対応が求められるた

め、往療、頻回施術、医師への再同意など、療養費を取り扱う上での注意点について再確認が行われました。

受領委任払い制度の実現は、多くの諸先輩方や関係者の方々のご尽力の賜物であることを肝に銘じ、鍼灸

師が社会から信頼され、評価されるような制度利用を心掛けたいものです。� （学術委員長　奥田 一道）

　第68回（公社）全日本鍼灸学会学術大会　愛知大会 2019.5.10㈮～ 12㈰　名古屋国際会議場　

学会創立の地で開催～「女性のミカタ」のテーマで多彩な内容を展開

愛知県では28年ぶりとなる（公社）全日本鍼灸学会学術大会が、名古屋国際会議場にて開催されました。

今回は「女性のミカタ ～Hari-Kyu for women's lives～」をテーマとし、一億総活躍時代において、特に女

性に対して鍼灸が果たせる可能性について、学術的な考察を加えながら各種のプログラムが展開されました

が、本会からは20名の会員が参加し、各会場にて最新の知見を学んでおられました。

私個人としては、2017年９月の第１回準備委員会より実行委員として参加しておりましたので、約1年半

にわたる準備の成果がやっと形となった感慨深い大会でもあり、この場をお借りして本大会に関わっていた

だいたすべての関係者各位に、改めて感謝を申し上げる次第です。

来年の69回大会は京都国際会議場にて開催の予定です。今年に引き続きアクセスの良い近隣県での開催に

なりますので、ぜひとも多くの会員にご参加いただきたいと思います。� （学術委員長　奥田 一道）
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　第３回学術研修会 2019.7.15（月・祝）　三重県鍼灸会館　

「漢方薬と西洋薬の併用に関する最新知見」

講師：医療法人社団 山中胃腸科病院　齋藤孝仁 先生　

齋藤先生を講師としてお招きするのは４回目となりますが、今回の研修は西洋薬どうし、

漢方薬どうし、漢方薬と西洋薬の併用、といった想定される様々な組み合わせから起こる

多剤併用（ポリファーマシー）の問題を、自験例を交えながらお話いただきました。

番外編として、鍼灸臨床で遭遇する可能性のある「内・外出血」や「気胸」、「皮

膚炎」についても実際の事例をご紹介いただき、それぞれの事象の対応について先

生のご意見をうかがうことができました。

「漢方薬と西洋薬との併用」については、医師だけではその安全性を完全に確認することは不可能であり、鍼灸

師を含むコメディカルの気づきと助言を求められ、われわれ鍼灸師も患者さんの健康に責任を持つ立場として、患

者さんの服薬状況と内容を正しく理解しておく必要があることを学びました。� （学術委員長　奥田 一道）

　第２回 DSAM災害支援鍼灸マッサージ師育成講習会 2019.7.21㈰　大阪ハイテクノロジー専門学校　

防災協定に向けて～災害時にはり師・きゅう師ができること

日鍼会と全鍼師会で構成するDSAMの第２回講習会が大阪で行われ、定員を上

回る82名（本会は会長・新谷副会長の２名が参加）が受講しました。

本会は近畿ブロック所属のときから毎年災害時を想定した対策を行っており、

既に災害支援マニュアルを作成して県との災害協定に向けて準備中です。災害

対策研修は、国際医療技術財団（JIMTEF）災害研修、日鍼会災害支援鍼灸師

養成講座、三県合同研修で数年前から実施して災害支援鍼灸師を育成しており、会員のほとんどを災害支援

鍼灸師として登録しています。南海トラフによる事態を想定して支部長会議等でも説明していますが、本会

が行う支援・受援の両対応だけでなく、難しいとされるメンタルヘルスやマンパワーの確保など、会員個々

の災害に対する意識の持ち方を含め、取り組みを継続していきます。

　第２回スキルアップセミナー　「先達に学ぶ①」 2019.7.20㈯　でぐち鍼灸院　

後進に伝えたい30年の臨床経験

講師：でぐち鍼灸院　出口多賀司 先生　

会主催の研修会や学会の講演は、エビデンス重視の研究発表や最新知見が

多く、若手鍼灸師にとって大事な「鍼灸師としての生き様」「生きた臨床経

験」を学ぶ機会は少なくなっていると感じます。

今年度から、県内各地の大先輩の鍼灸院にお邪魔し、「長年、普段の臨床現場

での経験に基づいた知恵と技術を伝えてほしい」と企画したこのセミナーの第１

回は、放射線技師として勤務経験を持ち、画像診断や臨床検査に基づく解剖学、

免疫学、生理学の知見に、電気生理学の「良導絡」「脈診」などを組み合わせて治療されている出口先生です。

基本的な治療方針から始まり、脈診の練習、良導絡体験、顔面神経麻痺や難聴、副鼻腔炎の刺鍼、星状神経節・

坐骨神経・眼窩内への刺鍼を体験し、参加者同士での刺鍼練習を行っている中、患者さんが来院されて急遽治療を

行うなど、現場ならではの場面もあり、また、院内備品の配置や掲示物などのこだわりも勉強になりました。

今後の臨床において、「難しい疾患にも的確に対応できるオールラウンダー」と自信をもって言えるように

研鑽を重ねたいと思います。� （広報普及委員長　瀧本 一）
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■令和元年度 学術研修会（公益財団法人東洋療法研修試験財団生涯研修会 単位認定研修会）

研修回数 日程・会場 演　題　・　講　師

第４回 10/27（日）（岐阜）

第53回三県（愛知・三重・岐阜）合同鍼灸研修会

日　時：10月27日（日）10：00～17：00

会　場：ハートフルスクエアG研修室50（岐阜市橋本町1-10番地23）

テーマ：お灸

①Moxafricaの国際活動 今後の展開

②おきゆうのこぼればなし（ランチョンセミナー）

③透熱灸から電子温灸器までー灸の教育事情からみた伝統医学の課題

④伝統灸実技「墨灸」

懇親会：鍵屋食堂居酒屋 岐阜駅前店

第５回 12/22（日）
「睡眠医療と鍼灸医療の関わり方」（仮題）

講師：名古屋市立大学睡眠医療センター　中山明峰 先生（調整中）

■令和元年度 普及啓発活動予定

事業内容 日程 内　容　・　会　場

スポーツ① 12月 2019中日三重お伊勢さんマラソン  ケア活動（三重県営サンアリーナ）

スポーツ② ２月 第15回津シティマラソン大会  ケア活動（サオリーナ）

スポーツ③ ２月 名張青蓮寺湖駅伝競走大会  ケア活動（名張青蓮寺湖左岸駐車場）

スポーツ④ 3月 第15回松阪シティマラソン大会  ケア活動（松阪市総合運動公園）

健康フェスタ① 10月 子ども応援！わくわくフェスタ2019（三重県総合文化センター）

■令和元年度 青年スキルアップ予定

研修回数 日程 内　容　・　会　場

第２回 8／10（土） 先達に学ぶ知恵と技・仲野整體整骨本院（四日市）

第３回 9／11（水） 先達に学ぶ知恵と技・川内鍼灸科（津）

（公社）日本鍼灸師会 第15回全国大会in静岡

テーマ：～鍼灸の可能性を探る　鍼灸の恩恵をすべての人に～

日　時：令和元年11月23日（土・祝）～24日（日）

会　場：ホテルコンコルド浜松（浜松市中区元城町109-18）

懇親会：11月23日（土）ホテルコンコルド浜松（18：00～）

内　容：【シンポジウム】日本鍼灸師会 小川会長・他【一般講座】「美容鍼」 講師：鈴鹿医療科学大学保健衛

生学部准教授　鈴木聡 先生／「顔面神経麻痺」 講師：東京女子医科大学東洋医学研究所　蛯子慶三 先生／

「脳血管障害後後遺症に対する鍼灸」講師：東京大学医学部附属病院リハビリテーション科鍼灸部門主任 粕

谷大智 先生／「痛みの最新情報」 講師：明治国際医療大学鍼灸臨床学部長 伊藤和憲 先生【県民公開講座】

「終末期医療に係る医療従事者の心得」 講師：平方 眞 先生【鍼灸実技講座】「実践！誰にでもできる脉診流経

略治療・実演」講師：森ノ宮医療大学非常勤講師 中宮院院長 中野正得 先生【特別講演】「テーマ：未定」講

師：パラリンピック陸上競技日本代表選手 春田 純 氏【県民公開講座】「落語」 瀧川鯉昇師匠

※WEB申し込みが始まっています。詳細については日鍼会ホームページ・鍼灸新報等をご覧ください。

INFORMATION　 2019-2020

今年度も学術研修会、スキルアップ研修会、市民マラソン、健康フェスタなどの事業を行いますが、研

修関連（スポーツボランティアを含む）は（公財）東洋療法研修試験財団生涯研修単位認定研修会に申請

しておりますので、奮ってご参加ください。
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　第14回津シティマラソン大会 2019.2.10㈰　津市産業・スポーツセンター「サオリーナ」　

ランナーから施術者となって学ぶこと

　第14回松阪シティマラソン 2019.3.10㈰　松阪市総合運動公園　

2020年は三重県初のフルマラソンへ

これまでマラソン大会となれば、専ら参加す

る専門でしたので、サポートする側にまわるの

は、今回が初めてです。

次々とやってくるランナーの希望に対して即

座に判断し、鍼・テーピング・ストレッチング

を行うことは、治療院ではなかなか経験するこ

とが無いことですので、良いトレーニングになったのではないかと思います。スタート前のランナーに、より

良い状態でスタートラインに立っていただけるように。ゴール後に来られたランナーの方には疲労が少しでも

回復しやすいように。と奮闘させていただき、スタッフの先生方は、どんなことをしているのかな？とチラ見

しながら勉強させていただきました。

施術者としては、「体調が万全でないなら、無理せず走らない方が良い。」と思ってしまいますが、大会のた

めに練習してきたランナーの「走りたい！」という気持ちが手に取るように理解できる分、なんだかもどかし

い気持ちになってしまいました。

研修会や書籍などで学ぶこともたくさんありますが、実際に現場で、何度も何度も『やってみる』ことは何

よりの経験になったと感じています。このような活動を通じて、より多くの方に、鍼灸のことを知っていただ

ける機会となれば幸いです。ありがとうございました。� （津支部：矢谷 淑江）

松阪市より依頼があり、今年度から初参加となったマラソンの当日は、あいにくの天候となりましたが、名

古屋ウィメンズマラソンなど、人気の大会が同日開催されるなか、県内外から2350名の

ランナーが参加し、今回10年目となる大会のゲストランナー森脇健児さんがマイクパ

フォーマンスで大いに盛り上げていました。

2020年からは、「みえ松阪マラソン」として、三重県初のフルマラソンのある大会へ

と生まれ変わる予定です。参加者は7000人を見込んでおり、わたしたち鍼灸師の役割も

大きなものとなるでしょう。今後も期待される役割を全うするためにも会員の皆さんの

協力が必須です。ご参加をお待ちしています。� （広報普及委員長　瀧本 一）

　第33回名張青蓮寺湖駅伝競走大会 2019.2.24㈰　名張青蓮寺湖湖畔　

厳寒の湖畔で繰り広げられる熱い戦い

1周５km程の青蓮寺湖を、ランナーがタスキを繋いで熱い戦いを繰り広

げる名張青蓮寺湖駅伝。数年前から個人でサポートしてきましたが、今年

度からスポーツ鍼灸セラピー三重の活動に加わりました。

地域の強豪チーム、県外から力試しにくるチーム、地元の同好会など、計

90チーム820人が参加し、ランナーたちは熱い声援を受けながらタスキを

つなぎ、湖畔を駆け抜けていきました。

スタッフは、走る前後のランナーのコンディショニングや痛みへの対応、

サポート、応援にきている方たちの健康相談等、幅ひろいニーズに応え、半日の活動を終えました。活動終了

後は近くのカフェでランチとなって話が盛り上がり、場所を変えて夜になるまで意見交換ができました。

� （広報普及委員長　瀧本 一）
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こう考えるきっかけになったのは２名の高校教諭が口にした次の言葉である。

“ソーシャルネットワークが発達し、今の生徒は温もりとか触れ合いを好まず、進路を考

えると、これらを重視する鍼灸あん摩マッサージ師より、患者との接点が少ない検査技師

等が人気あるのです。彼らが年を重ねるにつれ温もりや触れ合いを好むかは分かりません。

なぜなら今は時代変遷が速く、環境変化が大きいからです。”

疑問を抱き、鍼灸師免許を取りたての若手らに高校教諭からこんなことを聞いたと言っ

た。すると彼らは“分かる気がします。我々もあまり触診されたくないです。くすぐった

いから、すぐに悪いとこに施術してほしい。”と口にした。想像はしていたが衝撃であった。

こういう思考は若者に限ったことでないかもしれない。小生は刺鍼にアキュスタ（連続式刺鍼器）を利用し

ている。アキュスタは機械的刺鍼操作のため、管鍼法より温もりがなく、患者との触れ合いも少ない。しかし、

誰かが臨床や教育でアキュスタを検証しなければならないという思いから利用している。この２年間、アキュ

スタを利用し、日曜以外の毎日臨床を行ってきた。痛い、音が怖いとの理由でアキュスタからもとの管鍼法に

戻したのは２名のみ、その何百倍にも相当する患者が“鍼も発展していますね。”など前向きな印象を持ちな

がら、アキュスタを受け入れているのである。

このアキュスタは学生に人気が高い。小生は三重大学医学部の医学科と看護科の一部の学生に管鍼法とア

キュスタによる刺鍼法を教えているが、復習に来る学生の100％がアキュスタを練習させてくださいと言う。本

学でもアキュスタを教えているが、あまり早い時期に教えると管鍼法の不要論を口にする学生がでるため、４

年次で指導している。

この文章を読まれた会員はどう思われるだろうか。何が正しいか今は分からないので「体験記」とした。た

だ極論になるが、大衆が口にする寿司は機械がつくり、釘をトンカチで打つ大工も見かけなくなった。これか

ら大衆に受け入れられる鍼灸を考える時、ヒントは彼らにあると思う。

� （寄稿：鈴鹿・亀山支部／鈴鹿医療科学大学 鍼灸サイエンス学科　鈴木 聡）

近年、三重県鍼灸師会をはじめ、他県の鍼灸師会でも会員数が減少傾向にある。人口が減

少していると言うが、鍼灸師になる人数は養成校の規制緩和以前に比べるとはるかに多い。

何が変わってきているのだろうか。毎年、学校説明会に出向いてアンケート調査を行ってい

るが、私が担当した平成29年から２年間と、平成24年以降のデータとを比較しながら今どき

の学生の傾向を分析してみた。

アンケート調査の結果で最も変化がみられたのは「将来開業したいと考えるか」について

である。開業に対して後ろ向きな学生は、平成24年は３％程度であったが、平成30年では20％となり年々増

加している。私が学生だった十数年前は、皆が「ゆくゆくは独立開業」という夢を抱いていたが…。

他の項目をみると「業団について関心のあること」では、学術研修会、業界情報収集、スポーツセラピーが

上位にくるが、この傾向は以前とさほど変わらない。また、「卒業後の就職先」についても同様であった。

多少の思考の変化はみられるが、SNSをはじめインターネットの普及が会員減少に大きく影響しているよう

に思う。インターネットで検索すれば研究会、講習会の情報は容易に入手でき、SNSでは鍼灸師のコミュニ

ティも形成され同業の仲間と繋がることもできるようになったため、学生から関心のあることが他の場でもで

きてしまうという現状がみえる。いかに魅力的な活動、情報を発信していくかが今後のカギになると考える。

� （寄稿：前組織委員長　森田 輔）

業界説明会アンケートより

アンケートから読み解く学生の思考と動向の分析

～  体    験    記  ～

若者、患者の思考は変化しているのか、これからの鍼灸は
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新入会員４名の皆さん　今後のご活躍を期待しています！

平成31年４月８日入会
桑名・いなべ支部

藤田　直実（ふじた なおみ）

　出身校：ユマニテク東洋医療専門学校（平成19年３月免許取得）

　一　言：患者様の不調を少しでも和らげられるような施術を心がけます。

平成31年４月５日入会
津支部

後藤　雅司（ごとう まさし）

　勤務先：とうかい整形外科すずか

　出身校：ユマニテク医療福祉大学校（平成24年３月免許取得）

　一　言：�初心を忘れず慢心せず、患者様に寄り添える鍼灸師になりたいと
思っています。今後ともどうぞよろしくお願い致します。

令和元年７月16日入会
伊賀・名張支部

森　香り（もり かおり）

　勤務先：森鍼灸整骨院

　出身校：ユマニテク医療福祉大学校（平成24年３月免許取得）

　一　言：�このたび二代目として母の元に就職いたしました。母をはじめ諸先
生の皆様、患者様を師とし、日々研鑽を積んで参りたいと思います。
何卒よろしくお願い致します。

会 員 の 異 動

［伊勢・鳥羽支部］

松阪支部の山口 勲会員（平成22年4月1日入会）が開業（やまぐち鍼灸院）のため、伊勢・鳥羽支部

に異動となり、令和元年7月からA会員に変更になりました。

今回の異動に際して「身体の不調に、最初に鍼灸施術が選択されるようになる」とのコメントをいた

だきました。

［津支部］

伊勢市の伊勢整骨院・伊勢鍼灸院に勤務されていた、山口阿佳里会員（平成26年11月25日入会）が、

7月18日付で伊勢市の大東鍼灸整骨院（0596-29-4311）に転職されました。

なお、支部は自宅のある津支部のままです。

////////////「会員名簿2019」の発行について////////////

５月の定時会員総会において任期満了による役員改選が行われ、理事・監事の交代がありましたので、令

和元年（2019年）度の「三重県鍼灸師会 会員名簿2019」を作成しました。

全会員に郵送しましたが、記載内容の間違いや、今後、住所変更、連絡先変更等がございましたら、必

ず事務所へご連絡ください。また、メールアドレスを登録されていない会員は事務所へご連絡ください。

今回も名簿作成にあたり、株式会社三和商事、セイリン株式会社、株式会社メイプル名古屋、株式会社

山正の各社から協賛広告をいただきましたので、会員の皆さまには、広告協賛業者のご利用をお願いいた

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（組織委員会）
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　支部長会議報告 2019.7.15（月祝）　三重県鍼灸会館　

会長、組織委員長と７支部長（尾鷲・熊野は欠席）で行い、支部報告で多かったのは支部としての集まりや

活動が少なく、忘年会などを開いても参加者は少なく、また、毎回同じ顔触れという地区が多いということで

した。支部活動だけでなく、三重県鍼灸師会活動への参加者増加についても協議しましたが、鍼灸師会だけで

なく、業界全体の把握ができていない個人志向の意見が多くありました。

その他、災害時における組織強化体制についての説明があり、災害時の緊急連絡網の確認も行いました。今

年度は5地域で普及事業を行いますが、各地域で行われる子育て支援事業やスポーツ関連事業など、開催地の

会員を中心に盛り上げていけたらと思います。みなさまの参加をお待ちしています。

� （報告：青年委員長／伊勢・鳥羽支部長　奥山 敬太）

2018-2019年度 理事会報告

平成30年度 第４回理事会　３月17日（日）

出席者11名　三重県鍼灸会館

平成31年度 第１回理事会　４月21日（日）

出席者11名　三重県鍼灸会館

【協議事項】

第１号議案　平成30年度事業進捗確認及び報告の件

第２号議案　�平成31年度（新元号元年／2019年）準

備の件

【決議事項】

第１号議案　�平成31年度（新元号元年）事業案及び

日程に関する件

第２号議案　�平成31年度（新元号元年）予算案に関

する件

第３号議案　�公益目的支出計画の実施と今後の事業

計画の策定に関する件

第４号議案　規程整備の件

第５号議案　任期満了による役員改選の件

第６号議案　�平成31年（新元号元年）日本鍼灸師会

役員選挙推薦の件

第7号議案　�議案上程を含むその他の件（1）職員労

働条件変更　就業規則第19条第2項及

び退職金積立の件（2）療養費申請業務

委託契約の件（3）公的審査会（国保連

合会）への審査委員派遣について（4）

師会マスコットキャラクター作成の件

（5）鍼灸院スタンプラリーの件（6）祝

日での研修会開催について（7）ワール

ドマスターズゲーム関西2021の件（8）

2019年度運動・スポーツ習慣化促進事

業（補助事業）募集の件

　　　　　　　　　（※決議事項議案は、全て承認）

【協議事項】

第１号議案　�平成31年度（令和元年度）運営方針及

び事業案並びに予算確認の件

第２号議案　�令和元年度定時会員総会までのタイム

スケジュール確認の件

第３号議案　�その他の件（マスコットキャラクター

制作の件）

【決議事項】

第１号議案　平成30年度事業報告及び決算の件

第２号議案　�平成30年度公益目的支出計画実施報

告書の件

第３号議案　令和元年度 定時会員総会の件

第４号議案　�令和元年度 総会意見交換会の件

第５号議案　�令和元年度（公社）日本鍼灸師会定時

代議員総会に関する件

第６号議案　規程整備（日鍼会休会制度等）の件

第７号議案　�上程議案に関する件

　　　　　　（1）新入会員の件

　　　　　　（2）役員選任規程変更の件

第８号議案　その他の件（療養費アンケートの件）

　　　　　　　　　（※決議事項議案は、全て承認）

令和元年度 第２回理事会　５月26日（日）

出席者11名　三重県鍼灸会館

【決議事項】

第１号議案　代表理事選定の件

第２号議案　令和元年度新理事役職の件

　　　　　　　　　（※決議事項議案は、全て承認）

■�日本鍼灸師会のブロック編成変更により、本

会は令和元年度から新設の「東海北陸ブロッ

ク」に移動することになります。



13

広報普及委員会では、三重県鍼灸師会の普及活動の一貫としてイメージキャラクターを作成中です。

クリのイガから生まれた男の子が、お殿様の病気の治療に行く道中で起こる出会いや事件を通じて、

鍼や灸を始め、「ツボ」や「経絡」「五行」といった東洋医学を学びながら成長していくというストー

リーです。

このキャラクターから絵本やラインアプリのスタンプ、会員の皆さんの鍼灸院で配ることができる

ノベルティーグッズなどにもできればいいなと考えています。

登場人物で、メインキャラクター

の鍼をイメージした男の子、お灸を

伝える女の子の名前もまだ決まって

いませんので、皆さんのご意見を聞

かせていただけませんか？

お待ちしています！

今年の秋頃にはお披露目できる予

定です。

「キャラクター」の名前を募集中！

新企画「プロフィール入り名簿」作成協力のお願い

県民のみなさんに向けて「鍼灸師に親しみを持っていただくために、鍼灸師一人ひとりの人柄やこだわり

が見える項目で、ポップなイメージの名簿」を作成したいと思います。

このプロフィール入り名簿は、イベントでの配布だけでなく、ホームページにも掲載する予定です。

名前、所属、モットーや一言コメント、趣味や好きなこと、健康のためにし

ていること、好きな食べ物、得意な治療方法や疾患、所属学会や勉強している

ことなどの項目を用意しています。顔写真を載せるのには抵抗があり、項目を

埋められないなどの、ご意見ご要望にもお応えしますので、お気軽にお問い合

わせ下さい。

会員の皆さんのご協力をいただき、三重県中に鍼灸をポップなイメージで拡

散していければと思っていますので、メール、ファックス、登録フォームから

お送りください。

7月末までにデータを送っていただくようお願いをしていましたが、延長してお待ちしていますので、ご

協力よろしくお願いします。� （広報普及委員長　瀧本 一）

↑登録フォームが開きます
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編集後記

新元号が始まり、急に世の中が慌ただしく動

き始めているのを感じます。大きく変化する国

際・国内情勢、消費税増税も間近、オリンピッ

クなどの大型イベントも目白押しです。

めまぐるしく動き回る世間を見ていると目が

回りそうで、毎日変わらず淡々と鍼灸をしてい

る自分がなにやら小さく見えてきます。

「他人が自分より優れていてもそれは恥では

ない、しかし、去年の自分より今年の自分が優

れていないのは立派な恥（ジョン・ボラック）」

自分を見失わず、日々の生活や仕事を丁寧に

こなし、少しづつでも成長していきたいなと感

じる今日このごろです。� （T）

表 紙 写 真　「セイウチが令和のお祝い」

飼育種類数日本一を誇る水族館。約1200種類

もの生きものを飼育・展示しており、国内ではこ

こでしか見られないジュゴンの他、ラッコやアフ

リカマナティーなどの珍しい生きものにも出会え

ます。館内は観覧順路がなく１２のゾーンに分か

れているので、自由に館内を回れるのが特徴です。

鳥羽水族館はショーやふれあいも充実してお

り、中でもセイウチふれあいタイムは小さなお子

さんから大人まで幅広い世代に大人気で、平成

から令和に変わるときには、ちょっと変わった

パフォーマンスで大勢のお客さんを賑わせまし

た。季節ごとに面白いイベントも開催しており、

いつ行っても楽しめる日本最大級の水族館です。

� （鳥羽水族館　企画広報室）





　三重県鍼灸師会の皆様へ

東京海上日動のトータルアシストからだの保険（所得補償）

　　所得補償はケガや病気で働けない期間
　　あなたの所得を補償する保険です。

業務中・日常生活を問わず補償

業務中はもちろん、レジャーや海外旅行中の
ケガ・病気で仕事を休まれた場合、保険金をお支払いします。

入院はもちろん自宅療養もカバー

治療のために入院していること、または入院以外で医師の治療を
受けていることにより、全く働けない場合に保険金をお支払いします。

ご契約年齢

お支払い方法

２，７２０円 ３，２５０円 ３，７７０円 ４，０３０円 ４，２４０円
３１，０９０円 ３７，１１０円 ４３，０４０円 ４６，０５０円 ４８，４４０円

　上記はご契約パターンの一例です。これ以外のパターンをご希望の場合は代理店にご照会下さい。

※ご契約年齢は、被保険者（保険の対象となる方）の保険期間開始時の満年齢をいいます。

※所得補償保険金額（日額）は、年間所得額に応じて設定ください。

「被保険者様が加入されている公的医療保険制度（国民健康保険またはそれ以外）によって保険金額の設定が異なります。」

返れい金のお支払いはありません。（2013年10月改定）

ご加入の際、医師の診査は不要です

健康状態告知書にあなたの健康状態を正しくご記入いただければＯＫです。
※ご記入いただいた内容によっては、ご加入をお断りしたり、弊社の提示するお引受け条件によってご加入いただくことがございます。

※ご契約後に保険のご契約内容・告知内容等について、確認のお電話をさせていただくことがございます。

「トータルアシストからだの保険（所得補償）」は傷害総合保険（所得補償条項）のペットネームです。

このチラシは傷害総合保険（所得補償）の概要についてご紹介したものです。ご契約にあたっては必ず『重要事項説明書』をよくお読み下さい。

また詳しくは『ご契約のしおり（約款）』をご用意しておりますので、必要に応じて、代理店にご請求ください。

ご不明な点等がある場合には代理店までお問い合わせ下さい。

（お問い合わせ先）
　◇取扱代理店
　株式会社あつこ保険事務所　代表取締役　奥井　あつ子　　　 

〒５１０－００８５　
四日市市諏訪栄町５－１６－２Ｆ 　　　　　　　　　　　
Ｔｅｌ/Ｆａｘ　０５９－３５０－２４３３

　◇引受保険会社　東京海上日動火災保険株式会社　　　　　　　　　
　担当支社　　　　四日市支社

〒５１０－８５１５　
四日市市鵜の森１－３－２０　萩ビル６F
Ｔｅｌ　０５９－３５４－８６１３      2019年5月作成　19-T00787

保険期間１年

40～44歳 45～49歳 50～54歳

お支払いいただく保険料　

年払

55～59歳 60～64歳

保険金額(日額）

所
得
補
償

１日あたり5,000円
(免責日数7日）

( てん補日数365日）

月払
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